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諏訪の教念寺

国
重
文
の
寺
宝
「
絹
本
著
色
羅
漢
像
」

修
復
後
初
の
御
開
帳

5
年
、
ぶ
り
一
般
公
開
よ
り
細
や
か
に

諏
訪
市
小
和
田
の
教
念
寺
（
富

修
復
施
設
に
送
っ
て
い
た
国
重
要

け

ん

　

ぽ

ん

ち

ゃ

く

L

f

く

　

ら

　

か

ん

「
絹
本
著
色
羅
漢

像
」
の
修
復
後

初
の
御
開
帳
を

始
め
た
。
一
般

公
開
は
約
5
．
年

ぶ
り
で
、
以
前

よ
り
細
や
か
な

表
現
が
鑑
賞
で

き
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
。

同
市
指
定
有
形

文
化
財
の
「
祇

ほ

ん

ち

ゃ

く

し

ょ

く

た

い

　

重

　

宝

ん

本
署
色
富
麻
鼻

薬
羅
」
も
合
わ

せ
て
開
帳
し
て

い
る
。
1
8
日
ま

で。
同
羅
漢
像
は
、

釈
迦
十
大
弟
子
の
2
人
を
そ
れ
ぞ

れ
描
い
た
双
幅
で
作
者
は
不
詳
。

鎌
倉
時
代
の
作
と
さ
れ
、
1
8
0

1
年
同
寺
に
勝
ら
れ
た
。
2
0
2

0
年
6
月
に
京
都
国
立
博
物
館
文

化
財
保
存
修
理
所
へ
送
ら
れ
、
約

1
年
半
を
か
け
て
修
復
。
1
年
間

の
保
存
期
間
を
経
て
、
今
年
再
び

公
開
が
か
な
っ
た
。
拝
観
者
の
中

に
は
修
復
前
の
写
真
と
見
比
べ
て

鑑
賞
す
る
人
も
い
た
。

同
量
茶
羅
図
は
1
7
0
9
年
に

制
作
さ
れ
、
5
2
年
に
同
寺
の
所
蔵

に
な
っ
た
。
嘗
麻
寺
（
奈
良
県
葛

城
市
）
が
収
蔵
し
、
藤
原
豊
成
の

娘
、
中
将
姫
が
7
6
3
年
に
織
り

上
げ
た
と
い
う
国
宝
「
綴
織
嘗
麻

量
茶
羅
」
の
第
5
転
本
。
専
門
家

に
よ
る
絵
解
き
解
説
も
公
開
に
合

わ
せ
て
実
施
さ
れ
た
。

修
復
前
に
も
羅
漢
像
を
拝
観

し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
山
田
隆

康
さ
ん
（
乃
）
＝
岡
谷
市
長
地
＝
は

「
全
体
的
に
き
れ
い
に
な
り
、
は

っ
き
り
と
し
た
。
5
年
ぶ
り
と
い

う
こ
と
で
責
重
な
体
験
が
で
き
た
」

と
話
し
て
い
た
。

同
寺
信
徒
総
代
の
藤
森
順
三
さ

ん
（
乃
）
＝
諏
訪
市
小
和
田
南
＝
は

「
作
品
に
込
め
ら
れ
た
思
い
を
感

じ
て
も
ら
え
れ
ば
幸
い
。
貴
重
な

文
化
財
を
こ
れ
か
ら
も
後
世
に
伝

え
て
い
け
れ
ば
」
と
語
っ
た
。

1
8
日
の
公
開
は
午
前
1
0
時
～
午

後
1
時
。
引
き
続
き
、
法
要
と
法

話
を
実
施
す
る
。
（
平
岡
大
輝
）


